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第8回国際地球電磁気学｡超高層物理学会

(IAGA-97)に参加して

大熊茂雄1)

て.はじめに

第8回国際地球電磁気学･超高層物理学会(Inter-

�瑩潮���捩慴楯湯���杮整楳��

Aeronomy(IAGA))が,1997年8月4日から8月15

日(地質巡検を含めると8月17日まで)に北欧三国

の中央にあるスウェｰデンのウプサラ市において開

催された.

当学会は,国際測地学･地球物理学連合(IUGG)

を構成する7学会のひとつであり,IUGGの開催に

合わせて4年に1回総会が開かれる.最近では

1995年に米国コロラド州ボｰルダｰ市において開

催された.また､4年毎の総会の間には,今回のウ

プサラ市での学会のように,2年毎にScientific

Assemb1yと称して学会が開かれる.今回のIAGA

では,関連学会のICMA(IntemationalCommis-

sionontheMiddleAtmosphere:国際中間圏委

員会)およびSCOSTEP(ScientificCommitteeon

So1ar-Terrestria1Physics:太陽一地球磁気圏物理

学科学委員会)も同時に開催された.今回関係者

のご配慮により8月4日から9日までIAGAに参加す

る機会を得たので,学会の様子と開催地のウプサ

ラ市についてご紹介させて頂く.

2.ウプサラ(∪ppsala)

2.1ウプサラヘ

オランダのアムステルダム経由でスウェｰデンの

アｰランダ国際空港に着いたのは,午後9時30分

過ぎであった.白夜とはいえ当日は弱い雨模様と

あって,闇の中であった.デンマｰクのコペンハｰ

ゲン経由で入れれば,午後6時30分頃には着ける

はずなのだが,夏休みとあって座席の確保ができ

一なかった末のことである.到着時刻はあらかじめ分

かっていたが,予想外だったのは空港の両替所が

閉まっていたことである.幸いなことに成田空港で

1万円程度(6,OOOSEK(スウェｰデンクロｰナ);1

SEK=約16円,1997年8月上旬)を両替しておい

たので,ウプサラ行きのバス料金(75SEK)は十分

間にあった.

教訓1:備えあれば憂いなし.

バス侍を探していたら,前回のIUGGで知り合い

になった英国の大学の老先生と出会した.聞くと

やはりIAGAに参加するためウプサラ市にバスで向

かうところとのこと.この先生方と一緒に10時台後

半のバス(連結バス)に乗車して約45分ほどでウプ

サラの街に着いた.あらかじめ学会から送られた

資料によれば,宿泊予定のホテルの最寄りのバス

停のはずなのだが,最初のバス停に着いても闇夜

の申を降りる人は極わずかである.老先生達は次

のバス停だと言うが,どうせ間違えても小さな街だ

ろうから大丈夫だろうと意を決して,下車した.こ

のバス停は,鉄道の駅(写真1)に隣接しており,そ

の前に繁華街が広がっていると思いこんでいたが

間違いだった,真っ暗闇である.恐る恐る明るい

方へ重いスｰツケｰスを引いていくと,幸いなこと

に宿泊予定のホテルが駅のロｰタリｰの出口の側

に立っていた.時間は午後11時をはるかにまわっ

ていたが何とか無事にチェックインできた.

1)地質調査所地殻物理部

キｰワｰド1岨GA.地球電磁気学､地磁気異常
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写真1ウプサラ駅.深夜,空港からバスで着いたときは

分からなかったが､昼間見るとしょうしゃな建物で

あった.夏休みで旅行中の若者などで賜わって

いた.列車に乗る前にはホｰムにある機械で切

符にタイムスタンプを押さないと有効にならない.

wレ"

写真2ウプサラの町並み.ヨｰロッパらしい石造りの建

物が多く,明るい色で美しい.
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第1図ウプサラ位置図.

フィンランド

2.2ウプサラの街

ウプサラ市は,スウェｰデンの首都ストックホル

ム市の北北西約60kmにあり,人口18万人のスウェ

ｰデンで4番目に大きい都市である.我々が降り立

ったアｰランダ国際空港はちょうどストックホルムと

ウプサラの中問にある(第1図).ウプサラからスト

ックホルムには列車で約45分で行ける.高緯度

装

(北緯60度)に位置しているため,気候は日本(つ

くば)より涼しいと予想したが,湿度が低いことを

除いてそれほどでもなく気温も摂氏30度近くまで

上昇した.特に日差しが強く感じたのは,紫外線の

せいであろうか.町は後述のウプサラ大学を中心

とする大学街であり,現在は特別な産業もないよ

うであり,街の中心部は高層のアパｰト群が多く

(写真2),周辺部に行くにしたがって一戸建て住宅

が増えていく.石畳の繁華街の通りを離れ一歩街

の外に出ると,いきなり田園地帯となり,この点で

はつくばと良く似ている.田園地帯といっても,麦

以外には目立つ作物は栽培していないようで,多

くは牧草地として利用されている.緑も多いが,北

米の公園でよく見られるリス等の野生動物が以外

と見られなかった.

大学は,夏休みとあって学生はほとんど見られ

なかったが,かわりに駅の周辺部では多くの若い

旅行者が見られた.また,語学学校に通う日本人の

著者も多く住んでいるようである.長く厳しい憂蟹

な冬を吹き飛ばすように,短い夏はこの国の人々

にとってはかけがえのないもののようであり二夕方

まだ明るい中を仕事帰りにカフェで食事をとるのが

日課の幸うである.物価は,食物や生活必需品の

価格を円換算してみるとほぼ日本と同程度と感じ

た.ただし,価格表示は25%の税金を含んでおり,
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写真3ウプサラ大聖堂.北欧で最大の教会として知られ

ている.1260年に基礎が作られ175年間かけ

1435年に落成式が行われた.ウプサラ大学の本

部ビルのすぐ横にある.ウプサラ城を建設した名

君グスタフ･バｰサ(GustavVasa)などが葬られ

ている.

ウプサラ城.名君グスタフ･バｰサ(GustavVasa)

が15世紀中頃築造した.現存の建物は1757年に

再建されたもの.街の中央部の小高い丘の上に

位置し､まさにかつての要塞である.

写真5植物園.後ろに見えるのは,ウプサラ城.今回の

学会の歓迎パｰティが開かれた.大学の敷地の

なかにあるものの,学会会場から歩いて10分程

度かかった.

写真6

写真4

税金を除けば日本よりは安いようである.言語は

スウェｰデン語であるが,年輩の方を除いて皆流

ちょうな英語を話すので,多少の英語が話せれば

旅行程度なら不便を感じない.外貨(円)の換金も

普通の銀行で行えるので,わざわざ大金を日本で

換金する必要もなく,便利である.

2,3ウプサラ大学

学会会場のウプサラ大学はスカンジナビア半島で

最初に設立(1477年に創設)された大学として知ら

れており,町の中心部の小高い丘η上に位置し,

これまたスカンジナビア半島で最大と言われる大

暑

1997年i0月号

ウプサラ大学の本部ビル.1AGAの口頭発表の主

会場.学会初日には,講堂で開会式が開かれた.

聖堂(写真3)と隣接している.さらに,ウプサラ城

(写真4)と植物園(写真5)が隣接しており,これら

の施設は一体となった美しい景観を呈している.

現在,ウプサラ大学は神学､法学,医学,薬学,芸

術,社会科学,理学および工学の各学部からなる

総合大学となっている.多くのノｰベル賞受賞者

や,摂氏の尺度を作った物理学者セルシウスや植

物分類学のリンネ等の有名な学者を輩出している.

学会の会場となった大学本部ビル(写真6)は,

1887年に建設された石造りの建物で,.内部は特に

ホｰルが素晴らしく,学会の開催式のセレモニｰも

ここで行われた.ただ冷房の施設は備わっていな

いようで,学会中は会議室の窓を開け放って涼を

とっていたが,南向きの部屋はかなり暑苦しくなり,

日本でのサンダル履きが恋しくなった.�
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第1表1AGAの組織､

Divis三〇nI-Ir■temalMagneticFields

(地球内部磁場)

�癩�潮��敲潮潭楣��潭�愀

(超葛層大気物理現象)

�癩�潮���杮整��敲楣��潭�愀

(磁気圏現象)

Div…sionIV-SolarWindandInterplanetaηField

(太陽風および惑星空間磁場)

DivisionV-GeomagneticObse耐atories,Su耐eysandAnalyses

(地磁気観測.探査および解析)

3,学術講演会および作業部会会議

3.てlAGAとは

IAGAは地球および太陽系惑星の磁気圏および

大気圏の特徴や変動の物理的現象を研究する五

つのDivisi㎝から成っている(第1表).ちなみに現

在の会長は,東京大学理学部の河野長教授であ

る.今回の学会では,論文発表(口頭発表および

ポスタｰ発表)と各Divisionの委員会や全体の代表

者会議等が行われた.各Divisionの下には作業部

会が存在し,例えばDivisionVのもとでは今回9つ

の作業部会会議が開催された(第2表).作業部会

会議の多くは公開であり,関心のあるものは参加で

きる.今回,できるだけ関連のある作業部会会議

に出席してみたので,この結果については後でふ

れる.

3.2学術講演会

今回著者は,DivisionV一の5.15TectonicInter-

�整慴�湯�慧�瑩��������片��

data(地磁気異常および地球物理学的デｰタによ

るテクトニクスの解明)のセッションにおいて｢Mag-

�瑩捃潮�牡楮瑳潮��畢獵�慣�����

ofAk1ta-YakeyamaVolcano,NortheastJapan(秋

田焼山火山の磁気的構造)｣と題して,論文発表

(ポスタｰ)を行った.

ところが,今回著者の発表が学会初日であった

ためトラブルが生じた.学会登録の際,配布された

資料のどこにもポスタｰ発表会場についての記載

がなく,また主会場の大学本部ビルは閉鎖されて

いたため,確認できないまま発表会場は大学本部

ビルと思いこんでいた.ポスタｰの掲示は発表当

日の朝からとのことなので,朝8時前に大学本部ビ

連

第2表1AGA'97で開催されたDivisi◎nVの会議一

BusinessMeet1ng(DivisionVの全体会議)

WGW1:GeomagneticObs帥atories,Instru㎜entsandStandards

(地磁気観測所.装置および標準)

WGΨ2:GeomagneticData,1ndicesandApplications

(地磁気デｰタ,指数および応用)

WGV･3:Extema1/IntemalGeomagneticRelat1ons

(内因磁場および外因磁場問題)

WGW:EarthandPlanet町MagneticSmeySate1肚es

(地球および惑星磁気探査衛星)

均�����楳潦�敇汯���剥�潮��潭慧�琱���

anditsSecularVar三ation

(沢地球的および地域的地球磁場とその時間変化の解析)

均��慧�瑩�湯����慮����

(地磁気異常(陸域と海域))

卵扣潭浩��潮�杮整楣�潭���晴���爀

剥�潮

(極地域の地磁気異常に関する分科会)

AdHocWorki㎎Group㎝GeomagneticVariati㎝Models

(地磁気変動モデルに関する臨時作業部会)

ルに行きポスタｰの掲示場所を探したがどこにもそ

れらしいところは見あたらない.また,これに関す

る情報の掲示もなく当惑してしまった.たまたま知

り合いの米国人研究者に会ったので訪ねてみたが

彼も知らないと言う.幸いなことに彼が知り合いの

セッションコンビｰナに訪ねてくれてやっと会場が

分かった.なんと,大学本部ビルから5～6分通り

を下った建物らしい.大急ぎでそれらしい建物を

探したが,他の会場に迷い込んでしまって結局目的

地に到着するまでに20分以上かかってしまった.

ポスタｰの展示場では,先に二人ほど掲示の準備

をしていたが,聞いてみるとやはり場所を見つける

のに苦労したらしい.結局掲示を終え大学本部ビ

ルに戻ったら9時をまわっており,8時30分からの

セッションに遅刻してしまった.

教訓2:国際学会の運営には気を許せない､

著者の発表したポスタｰセッションでは各国の顔

馴染みの研究者がポスタｰ会場を訪ねてくれたが,

初対面のイタリア人研究者らが特に発表に興味を

持ってくれた.著者は地熱調査井から採取された

コア試料の岩石磁気の測定と既存の地質学的情報

をもとに､地磁気異常デｰタを解析することにより,

秋田焼山火山の深部地下構造を推定した.その結

果,当該火山の北麓下に伏在する第三紀花商岩体

と南麓下に伏在する古玉川溶結凝灰岩の3次元分

布範囲が明らかとなり,特に北麓下の第三紀花商

地質ニュｰス518号�
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岩体の水平方向の境界付近に地下の顕著な地熱

活動が認められるとの結論を得たのでこの結果に

ついて報告した(Okuma,1997).彼らによればイ

タリアも火山国であり同様の研究を行いたいが,

地下の諸情報が集積されていないので現段階では

難しいとのことである.このように,同様の地質環

境にある国々の研究者と情報交換できるのも国際

学会のいいところである.これを契機にさらに交流

が深まれば幸いである.

著者の発表したセッションでは,南極大陸での空

中磁気探査等の広域のテクトニクスを扱う発表が

多かった.また地理的に近いこともありロシア人研

究者の発表が目立った.ロシア科学アカデミｰの

Tsvetkov氏(代読NASAPurucker氏)は､成層圏

(20-40km)に3個のプロトン磁力計センサｰを鉛

直方向に2km間隔でつるした気球をカムチャッカ

半島からロシアのウラル地方へ飛行させて地磁気

の鉛直傾度を観測した結果について発表した.こ

の高度で観測される地磁気異常デｰタは地殻下部

起源のものであり,鉛直傾度デｰタを観測すること

により地殻下部にある地磁気異常源の下面構造を

推定できると考えられている.今後研究が進むこ

とにより,地殻下部の磁気的構造の下面が,キュリ

ｰ等温面などの温度構造に対応するのか,あるい

は単なる岩石種の変化に対応するのかとの問に解

答を与えることが期待される.

著者の最近の研究テｰマに近いため,最も関心

を持って臨んだセッション5.18HighReso1ution

�杮整楣卵������摩浥���慳楮�

(SedimentaryAeromagnetics)(堆積盆地におけ

る高分解能磁気探査)では,興味深い発表があっ

た.最近,高分解能空中磁気探査の発達はめざま

しく､GPSによる高精度の位置標定に支援された

低高度･高密度の調査により,従来は検出が難し

かった微弱な地磁気異常の観測が可能となってき

ている(大熊ほか,1997).当該のセッションは高分

解能地磁気異常デｰタの解析による石油堆積盆地

内の微細地質構造の抽出に関連したものであった.

コンビｰナの米国地質調査所TienGrauch氏は

都合により学会を欠席したため,同Je丘PhilipPs氏

が代読した.発表によると米国ニュｰメキシコ州の

アルバカｰキ盆地内において高分解能空中磁気探

査を実施したところ,堆積盆地の堆積層内に伏在

這
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断層に対応した地磁気異常の抽出に成功した.米

国山岳地域および西部地域等において水は貴重な

資源であり,これは当該地域の水理地質構造を理

解するための貴重な情報となる.一方,JeffPhilipPs

氏は米国アラスカ州北部の石油堆積盆地で観測し

た空中磁気異常デｰタを,その他のデｰタ(反射法

地震探査,重力,ボｰリングおよび坑外間物理探

査)を取り入れて総合解析を行った結果について

発表した.Philipps氏は米国地質調査所が公開し

ている重力･地磁気異常の解析プログラム(Phi1ipps

e亡2人,1993)の著者であり,その洗練されたプログ

ラムを駆使し,さらに今回特別に開発したプログラ

ムにより堆積盆地内の層序構造を既知情報として

逆に各地層の磁化方向を推定した.解析の結果,

各地層の概略の磁化方向(正帯磁･逆帯磁)は各

層序に対応して明瞭な分布を示すが,当該地域は

低湿地帯であり地表からの調査が難しいことを考

えると,同時に検出された断層構造とともに堆積盆

構造を理解する上で貴重な情報となる.今回のセ

ッションは,高分解能空中磁気探査デｰタの石油

堆積盆地内の微細構造の検出に主眼がおかれた

が,現在当該デｰタの応用が多岐に渡っており,ま

た米国や日本では生活環境との関連が重要視され

てきていること等を考慮すると､将来たとえば地質

災害の軽減や環境問題に関わるセッションの開催

も可能ではないかと考えている.

フィンランド地質調査所のJuhaKorh㎝en氏が幾

つかのセッションで発表を行った.最も印象深かっ

たのが,フィンランド全土の岩石物性値デｰタベｰ

スの作成についてである.これは,フィンランド地質

調査所が1954年以来行ってきた岩石の物性値(磁

化率,残留磁化強度および密度)の測定結果をデ

ｰタベｰス化したもので,1996年までに131,085個

のデｰタが収録されている(Korhonenef∂!.,

1997).これらのデｰタを2kmのグリット間隔で補

間し､縮尺400万分の1の密度,磁化率等の図面が

地磁気異常図,重力異常図等と同様に作成されて

おり,先カンブリア紀の地質からなるフィンランドの

地殻構造を検討する上で重要な資料となってい

る.このような,時間,マンパワｰおよび経費のか

かるプロジェクトを40年以上も継続してきたフィン

ランド地質調査所に敬意を表すると同時に,我が

国での現状を思うと寂しくなった.�
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写真7HSC(学生センタｰ).岨GAの学会登録,発表,

作業部会会議などが行われた.カフェテリアもあ

る.地上1階地下1階の建物である.大学本部ビ

ルとは歩いて5分以上離れていた.

3.3作業部会会議

前述のように,今回著者は関連する作業部会会

議に努めて出席した.作業部会会議の多くは,セッ

ションの発表が終了した午後7時から9時にかけて

HSCと呼ばれる学生センタｰ(写真7)で行われた.

まず,WGV-9:MagneticAnomalies(Landand

Sea)に参加した(第3表).この作業部会の中心課

題は,世界全体をカバｰする地磁気異常図(グリ

ット間隔が5kmのデジタルデｰタ)を各国の協力で

編集しようというものであり,基本的に編集デｰタ

は著作権等がなくなり実費だけで無償頒布される

予定である.既に北米,ユｰラシア,アフリカ大陸,

北極海周辺地域等は既に編集が終わったり,終わ

ろうとしている.東アジア地域では,Magnetic

�潭��慰潦���楡�半慮��倬���

が編集されているが,CCOPは当該のデｰタを

CD-ROM等で販売の方針をとっているため,作

業部会の方針とは微妙な立場の相違がある.前述

のように北極地域,大陸および縁辺海地域は見込

みがたっているが,意外なようだが,残された処女

地は海洋地域である.各国の様々な機関により大

方の海洋はくまなく調査済みの印象を受けるが,前

述の5km間隔のグ.リット仕様を満たすデｰタは米

国海軍のものを除いて存在しないらしい.そこで,

註

第3表WGV-9=MagneticAnoma1ies(LandandSea)

の議題

(1)前回会議の議事録の承認

(2)グルｰプ長報告

���步慮来��楡�敲来�慳捨�歯�

(3)IAGAのホｰムペｰジの編集について

����癩����

(4)デジタル世界地磁気異常図の編集について

(ITC,ColヨnReeves)

(5)1999年IUGGにおけるシンポジウムについて

(元英国南極調査所,AshJohnson)

(6)決議案

第4表WGV-9=MagneticAnomalies(LandandSea)

の次回∪GGでのセッション(案).

(1)Contribut玉｡nofrockmagnetismtoanomalyinterpretations

�楴桄��

(2)Secularvariat量｡nale丘ects(withDiv.I)

����来潰�����潮�

(4)Stm･t･…f･㎝ti…t･1･･d･･…i･lith･･ph…

(5)Standardsaten三temagηeticanomalymap

�����杮整楣慮潭�祭慰

���敧牡�摧���楣�楮����瑩潮浥�潤�

いかに米国海軍に協力を求めデｰタを提供しても

らうかに,本プロジェクトの成功がかかっているが,

この種のデｰタはある種の国家機密に相当する場

合もあり,どうなるか余談を許さない.また,もう一

つ大きな問題なのが本作業部会の活動とは別に英

国のLeeds大学の関連合杜による地磁気および重

力異常のデｰタバンキングおよび成果品の販売で

ある.この会社の社員による学会発表の際にも,同

社の活動および発表に関し,この種のデｰタによ

って経済活動をしていることと学会を宣伝の場にし

ていることへの痛烈な批判が飛び出した.同社は

石油会社等から資金提供を受け,それを基に地球

物理学的デｰタを所有する機関からデｰタを入手

し,バンキングを行いデｰタベｰスを作成し販売し

ている.公的な機関が莫大な予算と経費および時

間をかけて観測した貴重なデｰタが,公開という

名のもとに回り回って一企業の経済活動に利用さ

れているとの認識に基づく発言のようだった.

次回のIUGGの際の開催セッションのテニマも重

要な議題であり,活発な議論が行われた(第4表).

AGSO(オｰストラリア地質調査所連合)の研究者

が口火を切って発言し,｢地磁気異常の解析･解釈

と岩石磁気学的研究の融合に関するセッション｣の

地質ニュｰス518号�
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策5表Subcommi廿eeonMagneticAn◎ma1iesofthe

Po1arRegionの議題､

(1)グルｰプ長報告

�����楣����

(2)南極での活動報告

(元英国南極調査所,AshJohnson)

(3)北極での活動報告

(フィンランド地質調査所,JubaKorhone)

(4)1999年IUGGにおけるシンポジウムについて

(5)決議案

(6)その他

提案を行った.ノルウェｰ地質調査所の女性研究

者が積極的にこの提案を支持し,セッションコンビ

ｰナを買ってでた.他の出席者からその他のセッ

ションと合併してできないかとの対抗案が出るが,

猛烈な大反論が功を奏して最初の提案通りになっ

た.

教訓31先に発言したものが勝ちである.

地磁気異常図の編集に関するセッションの提案

(第4表)もなされ,東アジアの地磁気異常図を完

成させた地質調査所海洋地質部の石原文実氏が

コンビｰナに指名された.ご活躍を期待したい.

次に著者は｢SubcommitteeonMagnetic

AnomaHesofthePoIarRegion(極地域の地磁気

異常に関する分科会)｣の分科会の会議にも参加し

た(第5表).この分科会では極地域(北極および南

極)の地磁気異常図の編集を専門に扱う分科会で

あり,先の作業部会会議で北極海での編集作業は

終了した旨の報告がなされていたので,主に南極

大陸での進捗状況に関する報告および意見交換と

なった.

南極大陸では,各国および国際共同プロジェク

トにより,多くの磁気探査が実施され様々な成果を

あげてきた(イ列えばDamaske&Bosum,1993).

南極大陸では露岩が少なくその多くが厚く氷床に

覆われているため,氷床下の基盤の姿を直接目で

見ることができない.しかし,最近の電子技術の発

達により｢アイスレｰダｰ｣を用いて基盤の起伏と氷.

床の厚さを測定できるようになってきた.しかし,

基盤の地質についての情報は得られないため,こ

のような情報を取得できる探査が必要となる.磁

気探査(空中磁気探査)は,地下の磁気的な情報

を抽出できる調査法であり,氷床下の火山の存在

なども推定できる(Beherendte亡∂五,1993).日本

来

1997年10月号

は,ご存知のように南極やまと山脈近くに昭和基地

等の観測施設を設置し種々の観測･調査を実施し

ているが,意外なことに当該の磁気異常図の編集

に提供できるようなデｰタを観測しておらず,この

分野に関しては国際貢献しているとは言い難い.

南極大陸は広大であり,まだ処女地も多く残されて

いる(第2図)ので,日本独自というよりは関連諸国

と共同で空中磁気探査を実施し,南極大陸の地下

構造の解明に貢献していくこ.とが期待される.著者

らは,関連各機関とともに,今後の展開を検討して

いきたいと考えている.

会議の最後に紛糾したのは決議案についてであ

る.決議案はそれなりの拘束力を持つため,その

表現は非常に重要になってくるらしい.決議案をも

とにプロジェクトを実施することもあるからであり,

今後の担当研究者のf士事内容を左右しかねない.

今回問題になったのは,南極地域での空中磁気探

査の未調査地域で人口衛星地磁気異常デｰタの利

用を含めるよう国際的に要求する､部分であった.

米国の研究者が猛烈に反対意見を述べた.彼によ

れば,重要なのは空中磁気探査による新デｰタの

観測であり,人口衛星デｰタを用いてデｰタを補足

することは無理であり今回の決議案はとうてい受け

入れられないとのことである.確かに空中磁気探

査や船舶による磁気探査デｰタと人工衛星地磁気

　

㈷�

書go

�　

艶(㎞)

第2図南極地域の磁気探査測線図(Johnsone亡∂五,

����
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異常デｰタとでは見えるものが全く異なる.海洋の

地磁気縞模様などの地殻上部起源の地磁気異常

は人工衛星地磁気異常デｰタでは全く見えない.

それは,人工衛星地磁気異常デｰタがおもに地殻

下部起源の地磁気異常を表しているためである.

彼は何回か反論し,最後には席を立ってしまった.

これが功を奏したかどうか分からないが､結局,決

議案はその場では承認されず委員長預かりとなり,

後日の全体会議への継続課題となった.

教訓4:たまには席を立つ勇気(演技)も必要で

ある.

以上のような継続課題の結末を知るべく,8月1!

日に開催予定のDivisionyのBusinessMeeting

(全体会議)にも出席したかったが,出張予定が許

さなかった.これに出席された石原文実氏によれ

ば,次回のIUGGでの開催セッションについて活発

な意見が交わされたらしい.な知,DivisionV'の委

員長であるColinReeves氏に学会後確認したとこ

ろ,決議案は採択されておらず,また原稿の執筆時

点(平成9年9月9日)においては次回のIUGGで開

催されるセッションも正式には決定されていないと

のことである.

4.おわりに

今回初めて,ヨｰロッバで開催された国際学会に

参加する機会を頂いた.外国といえば,米国の一

部ぐらいしか知らない著者にとって今回の出席に

より多くの経験をさせて頂いた.学会の発表はも

とより,作業部会の会議にも積極的に参加すること

により,IAGAの一端に迫ろうと努めた.その結果,

国際学会を学会発表だけとは異なった角度から見

ることができた.著者にとっては非常に有益だった

が,本文が読者の参考にもなれば幸いである.

本文ではなるべく正確な記述に努めたが,著者

の記憶違いなどにより,事実と異なっている部分

もあるかもしれない.その際は,ご容赦頂きたい.

最後に,今回の学会では神戸大学藤田清士,

神戸商科大学大学院生山本番,地質調査所海

洋地質部石原文案､同地殻物理部小川康雄,高

倉伸一の各氏をはじめ多くの方々に大変お世話に

なった.また石原文実氏には地質ニュｰスの原稿

執筆に関して貴重な情報を提供して頂いたばかり

でなく､本文の査読もして頂いた.ここに記して感

謝申し上げます.
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